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大仙市教育の強みは…
　　　　　「大仙教育メソッド」構築へ

大仙市教育委員会　教育長　吉　川　正　一
　大仙市が誕生して11年。この間、「総合的な学力」の育成を柱に、本
市の学校教育を牽引してこられた三浦憲一前教育長から「つもり違い
（深いつもりで浅いのが知恵、浅いつもりで深いのが欲望）」の私にバ
トンタッチされ、９か月が過ぎようとしています。見識、指導力とも未
熟な自分ですが、これまで創られてきた豊かな教育環境を後退させるこ
となく、また、築かれた教育的財産をさらに生かしながら、「地域活性
化に寄与できる人材の育成」とそのための教育環境づくりに努力してま
いりたいと思っています。

　さて、２年ほど前、当時初等中等教育局長であった前川喜平氏（現
文部科学審議官）が、次のような話をされていました。「『何を教える
か』も重要だが、『どのように教えるか』という教育方法論が非常に重
要になる。教育方法のイメージとしては、プロジェクト学習、反転学
習、総合的学習、各教科をベースにした総合学習、実生活や実社会の問
題を取り上げた学習などである。」と。来年度示される新学習指導要領
はこのことがベースになっているようです。キーワードは「アクティ
ブ・ラーニング」。大仙市はもちろんですが、秋田県の学習スタイル
（探究型の学習等）はこの「アクティブ・ラーニング」と軌を一にして
いると、田村学視学官兼教科調査官が話されていました。今年度、本市
の西仙北中学校（美術）、大曲中学校（国語）、中仙中学校（理科）の
３校が国立教育政策研究所指定の教育課程研究指定校として研究を進め
ています。授業を参観させていただきましたが、まだ課題はあるもの
の、どの授業もこの「アクティブ・ラーニング」を意識した展開だった
ように思えます。
　しかし、大仙市の学校教育を支えているものは、もっと日々の学習に
あると感じています。訪問したＹ小学校１年生の道徳の時間での様子。
先生の質問に対しての児童の発表…「私は○○○と思います。なぜかと
いうと△△△と思ったからです。」…理由まで付けての発言でした。ま
だ１年生です。しかも、他の子どもたちは、きちんとその発言した子の
方を向いてうなずきながら聞いているのです。集団で学習するための
「しつけ」がきちんと育てられていました。大仙市の学校では、このよ
うな学級をつくっている先生方が多くいらっしゃいます。県外から視察
に訪れた多くの先生方が、学習展開もさることながら、そのような授業
風景に感動されておりました。
　参観後の職員との懇談で、私は中国の明代末期に洪自誠（こう　じせ
い）が著した「菜根譚」にある話をしました。「厳しさがあるからこそ
称賛が心に残り、次への意欲を引き出す」と。大人でも、いつもは厳し
く指導する上司に誉められると次への意欲が出るような気がします。
　また、スポーツ少年団の指導者等研修会で、元シドニーオリンピック
水泳選手の萩原智子さんの講話をお聞きする機会を得ました。萩原さん
は、「真のライバル」とは、目標達成のための「覚悟」、ライバルへの
「優しさ」、へこたれない「強さ」をもっている人だと話されていまし
た。そして、「優勝」は見方を変えれば、優しさをもって勝つことであ
り、この優しさには「強さ」があるから本物の優しさとなる。そして、
その最初の形が「笑顔」だと話されました。

　21世紀型能力を育成する要素は、基礎力（言語スキル・数量スキ
ル・情報スキル）と、思考力（問題解決・発見力・創造力、論理的・批
判的思考力、メタ認知等）、そして、実践力（自律的活動力・人間関係
形成力・社会参画力等）だそうです。しかし、まず子どもたちをしっか
りとしつけ、優しさをもって深く学ばせていく姿勢が大切だと思いま
す。高村光太郎の「少年に与ふ」という詩の中に、「持って生まれたも
のを深く探って、強く引き出す人になるんだ」という文があります。教
師の仕事を示しているように思えます。また、井上ひさしの言葉にも、
我々が目指す授業観が見えます。「むずかしいことをやさしく、やさし
いことをふかく、ふかいことをおもしろく」です。
　そして、「学校力」を支えるもの…一人のスーパー先生がいても、な
かなかこの「学校力」の向上は難しいものです。校長のリーダーシップ
の下、教職員全体が一つのベクトルにどう向かっているかにかかってい
ると思います。そのためにも、明るい職場が基盤です。まずは「校長先
生の笑顔と前向きさ」が鍵になるかと思います。皆さんの校長先生の笑
顔、明るさはいかがでしょうか。

　平成28年度からは、各学校の教育活動のすばらしさを「大仙教育メ
ソッド」という形でまとめ、情報発信してまいります。その動きは既に
始まっていますが、次の三つの力について、各中学校区ごとに整理し、
構築していってほしいと思っています。
　一つ目は「Ⅰ：基礎となる力」です。この力のキーワードは、「思い
やり」「たくましさ」「市民性」といった、心と体の部分です。これか
らはバーチャルの世界が広がるといわれていますが、やはり「体験」が
子どもたちを強く、大きくすると思います。そのような体験を大切にし
た各中学校区の特色を十分に発揮していただきたいと考えております。
　二つ目は「Ⅱ：学ぶ力」です。「習熟」「探究」「グローバル」を
キーワードとした考え方や活動を各校の計画に盛り込んでいただきたい
と考えております。20年後、仕事の６割は現在ない仕事になるとの話
もあります。全教科等で「アクティブ・ラーニング」による実践を進め
ながら、多面的で視野の広い課題解決能力の育成に努めていただきたい
と思います。
　最後の三つ目は「Ⅲ：活

い
かす力」です。Ⅰの基礎となる力を基盤に、

Ⅱの学ぶ力を活かす力です。キーワードは「キャリア教育」、「地域活
性化」です。子どもたちが将来、たくましく、創造的に生きることがで
きるように「キャリアアップ」するための力を伸ばし、それを地域活性
化に生かしてもらいたいという願い
を込めています。
　この三つの力、キーワードを念頭
に、これまで行われてきた様々な教
育活動を整理しながら、「大仙教育
メソッド」として広く発信したいも
のです。
　それでは、新米教育長ですが、今
後ともよろしくお願いいたします。 

大曲高校英語科生徒との交流
（大曲小・外国語活動）
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小学校教員の英語指導力向上を目指して
大仙市立東大曲小学校　教頭　石 山　廣 子

国際教養大学との連携による博報財団・児童教育実践
研究（小学校・外国語活動）を通じた取組について

 １　はじめに
　本校は、今年度国際教養大学と共同で「小学校英語教科化
に向けたティーム・ティーチングを生かした教員研修モデル
の開発」という研究に取り組んできた。これは、小学校教員
の英語力の養成を図り、担任教員の英語の指導力向上のモデ
ルを開発しようとするものである。

 ２　今年度の主な取組
○�英語教育を専門とする大学教員と小学校教員（６年担任）

が毎週１時間ティーム・
ティーチングの授業を行
う。

○�All Englishの授業を毎
回実践し、英語による指
示（ティーチャー・トー
ク）の習得を目指す。

○�国際教養大学と秋田県教
育委員会が共同開発した「小学校外国語活動教員研修」の
中で使用している英語指導表現表も活用し、授業内に使用
する英語量の増加に努める。

　・�使用教材：Explore Our World（ナショナル・ジオグラ
フィック、センゲージ）

○�担任教員の英語に対する不安軽減に向けた対策として、毎
週、授業の打合せの時間を設定する。（約１時間）→効果
的なティーム・ティーチング

○�担当教員の英語使用が児童に与える効果の調査として、
TOEFL primary（小学生用英語コミュニケーション能力
テスト）を年３回受検する。

○�担任教員の英語力向上のチェックのためTOEICを年２回
受検する。

○担任教員の英語に対する不安度数を毎月計測する。
○�身に付けた英語力活用のため、２月に国際教養大学を訪問

し、留学生とのコミュニケーション活動を実施する。

 ３　成果と課題
○�担任教員の英語使用量が格段に増え、現在はほぼすべての

指示を英語で行えるようになって
いる。

○�担任教員の英語に対する不安軽減
が図られ、単元全体の指導案も作
成できるようになってきた。

○�児童の英語能力と意欲の伸長が認
められ、10月のTOEFL primary
の結果は、Listening CEFR Ａ
１レベル(英検５級～３級レベル)が９割、Reading，
Listening 共にCEFR Ａ２レベル（英検準２級レベル）１
割であった。

○�12月実施の県学習状況調査では、外国語活動の学習は全
員が「好き」と答えている。

●�「あきた型授業」と同様、本時のめあてを達成するための
授業スタイルの研修を積み重ねていく必要がある。

●持続可能な研修へ向けた体制を構築していく必要がある。

　本校は標記指定を受け、今年度４年目の研究を行った。
 １　研究の概要
　本校では、国際教養大学の町田准教授や協力校の教員から
助言をいただき、「メモに基づいたスピーキング指導」につ
いて、継続して研究を行ってきた。「話すこと」を中心に、
４技能を統合して活用する力の向上に取り組んでいる。
 ２　成果
　伝える上で必要となるキーワー
ドの選択や既習表現の活用につい
て、各学年の生徒の実態に応じて
段階的な指導をすることができ
た。英語で授業を進める上で重要
となる教員の英語力も、着実に高
まってきている。
 ３　課題
　スピーチの一貫性を高めるため
に、つなぎ言葉を活用するなどし
て、「内容のつながり」「文と文のつながり」に留意した指
導が必要である。また、「相手が話した内容に関わりのある
質問」をする力の育成は、コミュニケーションを継続させる
上で必須の力であり、今後も引き続き取り組んでいく必要が
ある。

　今年度本校は、標記指定を受け、大曲高等学校と大曲中学
校両校の協力のもとに研修を進めてきた。
 １　協力校との連携について
　今年度で７年目となる大曲高等学校外国語活動サポート
は、英語科１、２年生が本校５、６年生の授業に入る形で行
い、今年度は８回実施している。
　大曲中学校とは、ビデオを通した交流授業や英語科教諭か
らの校内研修会における助言などが挙げられる。
 ２　交流を生かした単元づくり
　コミュニケーションの必要感がアップするよう、交流を組
み入れた単元構成を行い、指導の充実を図った。
以下はその一例である。
＜５年＞ Lesson7 What’s this?（５時間）
　第４時（高校生と交流）、第５時（６年生と交流）
＜６年＞ Lesson5 Let’s go to Italy．（５時間）
　第４時（他学級と交流）、第５時（５年生と交流）
 ３　成果と課題
○�交流を組み込んだことにより、

コミュニケーションの質が向上
した。

●�より意義のある連携のため、学
校間の一層の共通理解が必要で
ある。

スピーキング活動の充実について
大仙市立大曲中学校　教諭　牛 木　 豊

協力校との連携を生かした単元づくり
大仙市立大曲小学校　教諭　厨 川　浩 子

外部専門機関と連携した英語指導力向上事業〔文部科学省〕
「拠点校・協力校英語授業改善プログラム」事業〔県教育委員会〕

外部専門機関と連携した英語指導力向上事業〔文部科学省〕
「拠点校・協力校英語授業改善プログラム」事業〔県教育委員会〕



け やき

3大仙市教育研究所 所報　第12号　  2016. 3.10

　平成27・28年度標記指定を受け、「生徒が主体的に言語
活動に取り組みながら、学び合いを通して、思考・判断・表
現する単元構成の工夫」を研究主題として実践研究を進めて
いる。
 １　研究の概要
　「Ｃ読むこと」において、生徒
が主体的に取り組む課題解決的な
言語活動を位置付けた単元構成の
工夫により、生徒の思考力・判断
力・表現力の向上を目指してい
る。具体的な研究内容は、単元名
の工夫、単元構想表の活用、学び合いの充実、学校図書館と
の連携である。
 ２　成果と課題
○�単元名に、付けたい力と課題解決的な言語活動を明記して

生徒と共有したことで、見通しをもって学習に取り組む姿
が見られた。

○�単元構想表を活用したことで、付けたい力に即した学び合
いであったかを学習シートや授業の振り返りなどから評価
できた。

●�単元における主体的な学習を促すために、継続して効果的
な学び合いや適切な評価の在り方を吟味していく必要があ
る。

●�生きて働く国語の力が身に付くように、日常生活や社会生
活を意識した言語活動の設定が必要である。

　これらを踏まえ、「どのように学ぶか」を自ら考えること
ができる生徒を目指して研究を進めたい。

　今年度本校は、２か年の標記
指定を受け、「自然の事物・
現象から問題を見いだし、主体
的に課題解決に取り組む指導方
法の工夫～予想・仮説を大切に
し、学び合いを通して科学的な
思考力、表現力を育む指導～」
を研究主題として、研究を推進してきた。
　予想・仮説を課題解決の過程の中心に据えた授業を実践
し、予想・仮説を設定する場面と分析・解釈して考察する場
面での学び合いの時間を保障するよう工夫した。
　取組の成果として、予想・仮説をしっかりと立てたことに

より、課題解決への意欲が高ま
ったと感じる生徒数が増加した
こと、予想・仮説と観察・実験
の結果を比較して分析・解釈を
行ったことにより、課題と正対
させた考察ができる力の育成に
つながったことが挙げられる。

　２年目は、従属変数と独立変数を意識した課題設定や予
想・仮説を立てやすい学習シートの開発など、課題解決の過
程にさらに工夫を加えていきたい。

 １　はじめに
　今年度から２か年、標記指定を受け、「自ら表したいこと
を見付け、豊かに表現する生徒の育成～「Ａ表現」と「Ｂ鑑
賞」相互の関連を図った授業改善～」を研究主題として全校
体制で研究を進めてきた。
 ２　研究の成果と課題
◯�美術館と連携し、表現との関連を図った鑑賞活動を行った

ことにより、生徒自ら表したいことを見付けるきっかけと
なり、表現の幅が広がった。また、指導と評価の一体化を
図った学習指導として「美術ノート」（ポートフォリオ）
を活用したことにより、生徒の主体性が高まるとともに、
粘り強い表現の追究が生徒個々に見られた。

●�生徒一人一人がもつ課題を把握し、「学び合い」の必要性
を吟味し、全体、グループなど「学び合い」の形態、タイ
ミングなどをし
っかりと見極め、
生徒と生徒の考
えをつなぎ、広
げたり深めたり
するために、よ
り効果的な活動
を研究していく
必要がある。

　大曲南地区では、ＥＳＤの理念に基づく環境教育に継続し
て取り組んできた。今年度は、更なる深化・充実を図るため
に、海外の環境に目を向ける取組を実践した。
　本校では、３年生
を中心に国際理解
教育に力を入れてい
る。今年度は、大仙
市のＣＩＲやＡＬＴ
に自国の環境保護対
策についてプレゼン
テーションをしても
らい、海外の環境保
護にも目を向けさせ
た。また、国際教養大学の留学生と日本の伝統文化や環境問
題について、英語でポスターセッションを行った。更に、ユ
ネスコスクールのネットワークを活用して、ドイツのユネス
コスクールとメールでの交流が実現し、「グローカル」な世
界への第一歩となった。
　藤木小では、児童会を中心に、海外の難民の子どもたちの
ために衣服のリサイクル活動に取り組み、これには、角間川
小や本校も協力した。約2300着の衣服が集まったそうであ
る。
　これらの活動を通して子どもたちは、環境保護は地球規模
で考えていかなければならないこと、日常の身近なことから
実践を積み重ねていかなければならないこと等を感じた。子
どもたちの視野は確実に広がり、環境保護に対する意識の深
まりが感じられた。

主体的な学びのために

予想・仮説を課題解決の過程の
　　　　　中心に据えた授業の実践

表現と鑑賞の相互の関連

海外の環境に目を向けて

大仙市立大曲中学校　教諭　市 川　真喜子

大仙市立中仙中学校　教諭　物 部　長 秀

大仙市立西仙北中学校　教諭　田 中　真二朗

大仙市立大曲南中学校　校長　須 田　百合子

教育課程研究指定校事業（中学校国語）〔国立教育政策研究所〕

教育課程研究指定校事業（中学校理科）〔国立教育政策研究所〕

教育課程研究指定校事業（中学校美術）〔国立教育政策研究所〕

環境教育研究指定校事業〔市教育委員会〕
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　11月、総合的な学習の時間
「自分の未来を見つめよう」
の一環として６年生９名が地
域の四つの店舗等で職業体験
をした。主な活動内容として
は「調理」「保育」「商品の陳
列」「接客」等である。
　前日に子どもたちが直接出
向いてあいさつをしたことで、当日は体験先の方とスムーズ
に活動に入ることができた。どの体験先も協力的で、子ども
たちは実際に仕事をし、インタビューをさせていただいた。
　子どもたちの振り返りには「働くことの大変さと楽しさ
の実感」「地域の方への尊
敬」「仕事をする意義」に
ついての記述が多く見られ
た。２時間程度の体験であ
ったが、夢の実現に大切な
ことや今の自分ができるこ
とを考えるきっかけとする
ことができた。
　本校の職業体験は地域の方とのつながりを深め、今の自分
と未来の自分とのつながりを考える貴重な学びの機会となっ
ている。

　豊成中学校区（豊成中、豊岡小、豊川小）では、昨年度か
ら「小・中学校の円滑な接続と中１ギャップの緩和及び小学
校における専門性を生かした授業の推進」を研究テーマに掲
げ研究を進めてきた。
　主な実践としては、昨年度の反省を踏まえ、中から小への
乗り入れ授業を更に４教科増やし（国語科・算数科・理科
科・家庭科のTT授業、今年度８教科）、小から中への乗り
入れ授業（数学のTT授業）、小・小間の交流で初の取組と
なる４年生算数の合同授業、小・中間の交流として「いきい
き交流会」（年２回）と小・中合同挨拶運動等を継続して行
ってきた。
　２年間の成果としては、複数の教員のきめ細やかな指導や
様々な活動により、児童生徒の自己肯定感が高まるとともに
学習意欲が向上した。また、中学校教員の授業改善に対する
意識が高まった。
　今後の課題としては、乗り入れ授業の教育課程への反映と
年間指導計画の作成、研究体制の維持と取組の精選がある。
地域の特色
を生かし、
小・中が協
力して研究
に邁進した
い。

　仙北地区園・小・中学校連携協議会では、これまで、家
庭、園・学校が連携して、「お手伝い運動」を推進してき
た。今年度は、家庭からの協力をいただくために、保護者向
けパンフレット「家族や地域をつなぐお手伝い運動」を作成
した。
　パンフレットには、子どもの発達の段階とお手伝いの関係
や身に付けさせたい力などをワンポイントアドバイスとして
記載し、特に、園や小学校の保護者が見通しをもってお手伝
いを実践させることができるよう工夫した。保護者の方々か
らは、「地域全体で取り組むという意味が分かった。」「お
手伝いしようという意識が芽生えるきっかけになった。」等
の感想が寄せられた。来年度は、このパンフレットをカレン
ダー仕様にして日常的に使えるようにしたい。（パンフレッ
トは高梨小、横堀小、仙北中のWebページに掲載）

　本校は、学校支援地域本部事業（通称：南外小学校はつら
つ応援隊）を活用して様々な活動を展開している。昨年度の
実績では、ミシン学習や読み聞かせ、茶道などの学習支援と
して168名、グラウンド整備や図書整理、玄関装飾などの環
境整備として59名、運動会やスキー教室、さつまいも植え
などの学校行事として78名、計305名もの方が子どもたちの
教育活動の支援をしてくださった。今年度も昨年度に準じて
事業が進行中であり、本当に感謝の気持ちでいっぱいであ
る。
　昨年度のはつらつ応援隊の年代別登録者数を見てみると、
60代以上の方が66％と最も高くなっているが、20代～40代
の若い方の登録者も28％で、この後も継続して活動できる
感があり、うれしいことである。
　学校は、地域の
方々に守られ、地域
の方々に支えられて
成り立っていると言
われるが、正にその
ことを実感させられ
た一年間であった。
今後も地域と一体と
なった学校でありた
い。

小・中の円滑な接続を目指して

つながる！地域と未来の自分と

家族や地域をつなぐお手伝い運動

南外小学校はつらつ応援隊

大仙市立豊成中学校　校長　今 野　敏 行

大仙市立角間川小学校　教諭　佐々木　和 恵

仙北地区園・小・中学校連携協議会

大仙市立南外小学校　教頭　関 口　洋 彦

小・中連携実践研究モデル事業［県教育委員会］

キャリア教育の推進〔小学校〕

キャリア教育の推進〔園・小・中学校〕

学校支援地域本部事業〔小学校〕

誰かのお手伝いを
することは、その人
を気遣い、思いやる
ことにつながります。
家族の一員として

の役割を果たすお手
伝いの体験は、自立
への自信につながり
ます。

段 階 発達段階とお手伝い やり始めるお手伝い例 ワンポイントアドバイス
幼 □お手伝い開始期□
児 ○安全・安心で、簡単なお ・カーテンを開けたり閉めた ☆身の回りのことを子ども自身
期 手伝いから覚え始める。 りする がやり遂げることができる実
３ ・おもちゃの整理 感を体得させる。

・簡単な洗濯物たたみ ・生活リズム（早寝、早起き、～
５ ・くつをそろえる 食生活）を定着させる中で、
歳 できることをみつけさせる。

□お手伝いチャレンジ期□
小 ○家族といっしょに楽しみ ・食後の食器運び ☆やる気を育て、子どもの自発
１ ながらできるお手伝いが ・テーブル拭き(食事の前後) 性を伸ばす。
・ 増え始める。 ・お膳並べ ・親が手本を示し、一緒にやっ
２ ・洗濯物たたみ、収納 てみる。
年 ・玄関そうじ ・笑顔でほめ、認める。
生 ・「自分でする」習慣を身に付

けさせる。

小 □お手伝い発達期□
３ ○簡単な家事を一人でやり ・ごはんをよそう ☆規範意識を育てる。
・ 始める。 ・食器拭き ・様々な体験や活動に挑戦させ
４ ・そうじ機かけ 認め、ほめ、方向を示す。
年 ・お風呂掃除 ・親の行動を通して、よりよい
生 お手本を示す。

・親子で小さな実践を積み重ね
る。

小 □家事分担移行期□
学 ○家族の一員として家事分 ・ごはん炊きやみそ汁つくり ☆自分が必要とされていると感
校 担の役割をもち始める。 ・親と一緒に火を使う調理 じる気持ち(自己有用感)を育
５ ・ひとりでおつかい てる。
・ ・ゴミ出し(リサイクル分別) ・家族の一員としての役割をも
６ たせることで「自分は家族の
年 中でなくてはならない大切な
生 存在である」と感じさせる。

・様々な経験を積ませることで
「自分は自分なりにやってい
ける力がある」と感じさせる。

中 □家事分担・地域貢献期□
学 ○家事の一部を任され始め ・一食分の食事をつくる。 ☆自分のことが好き、自分は生
校 る。 ・１日親体験（家庭内の仕事 きている価値があると思う気
１ ○社会の一員として、地域 をできる限り自分でやって 持ち(自己肯定感)を育てる。

に目を向け活動に参加し みる体験日の設定） ・「自分は大切な存在である」～
３ 始める。 ・ボランティア活動（クリー と実感できる機会をつくる。
年 ンアップ、除雪） ・他者との比較ではなく、子ど
生 ・自分の弁当を準備する。 もの長所を育てる。

自立心
約束を守る
役割を担う

責任を果たす
自信をもつ

自立心が育つ

お手伝いをする

自立心
約束を守る
役割を担う

責任を果たす
自信をもつ

自立心が育つ

お手伝いをする

思いやり家族の役に立つ

ほめられる
感謝される

役に立つ喜びを知る
思いやりの心が育つ

お手伝いをする

思いやり家族の役に立つ

ほめられる
感謝される

役に立つ喜びを知る
思いやりの心が育つ

お手伝いをする

＜パンフレットの一部＞
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　自分たちの住むふるさと豊岡のよさや素晴らしさを知るた
めに、昨年度から本校では、地域のものや人々に触れ合うな
ど多くの体験や交流を行っている。それらを内外に発信する
ことで、ふるさとを愛し、誇りに思う心を育てたいと考えて
いる。
 ＜主な活動＞
１　ふるさと発信隊の結成
　・�看板設置、みどころマップ作成・配布
２　全校稲作活動の実施
　・�田植え・稲刈りは地

域の方々と一緒に活
動

３　収穫感謝祭の実施
　・�地域の方々を招待し

てのおにぎりパー
ティ等

４　公民館祭への全校参加
　・１、３、５年は発表、２、４、６年は交流
５　ようこそ先輩～10年後の自分へ
　・�本校出身の先輩（20代）とのシンポジウム
　これらの活動を通して深めた思いを大切な宝物として、子
どもたち一人一人がいつまでも、どこに行っても自信あふれ
る「豊岡人」に育ってくれることを心から期待している。

　 “ 理数教育の充実 ” を図るため、教職員対象の「観察・実
験授業スキルアップ出前研修」と、中学生対象の「中学生首
都圏大学・総合研究所派遣」の二つを柱とした本事業を今年
度も継続して実施した。
＜中学生首都圏大学・総合研究所派遣＞について
【概要】
　８月６日（木）から７日（金）に、中学生18名が参加し
て実施。一日目は理化学研究所、二日目は千葉大学医学部で
研修を行った。
【参加生徒の感想から】
　最先端の施設で日本
の科学技術や研究レベ
ルの高さを直接肌で
感じ取ることができた
生徒たち。「日本の中
で、こんなに難しくて
大変だけど、やりがい
のある実験や仕事をし
ている人がいることが
分かった」「このような研究のおかげで僕たちの暮らしが豊
かになっていることに気付くことができた」などの感想が寄
せられ、科学の有用性を実感した生徒が多かった。

　スポーツ、図工、音楽の３分野で活躍しているプロの方々
を夢先生として迎え、その分野に関わる活動を共に楽しんで
いる時の児童生徒の表情は皆豊かで、先生の体験談を聞く眼
差しは真剣そのものである。自分がどんな小・中学生だった
のか、どんな夢をもっていたのか、プロになるまでの数々の
苦労話や挫折談なども織り交ぜて語ってくれるストーリーの
主人公になったように、浸りきって聞いている。

　「夢の教室」
を通して、子ど
もたちの夢に向
かう明るく強く
前向きな心が育
ち、さらに、夢
先生のように故
郷を愛し、社会
貢献に意義を見
いだせる人材に

育ってほしいと強く願っている。
　今年度も素敵な夢先生たちがたくさん来てくださった。縁
あって会えた夢先生との時間が、心の栄養剤になっているこ
とを見届けると同時に、次にどのような出会いがあるのかと
ても楽しみにしている。

　１月３日から11日までのオーストラリア滞在期間中は天候
に恵まれ、20人の中学生たちにとって忘れられない９日間に
なった。その中で特に印象深い研修は、４日間のファームス
テイである。生活習慣の違いに戸惑いながらも、自分の知っ
ている英語表現を駆使してホストファミリーと心を通わせ、
別れ際に涙する姿に、自分も思わずホロリとさせられた。研
修の後半には現地に住む３名の日本人の方々からお話を伺っ
た。それぞれの生き方や価値観にふれ、生徒たちは自分の将
来への大きなヒントを得ることができた。また、最初はやや
緊張気味だった生徒たちが、オーストラリアの豊かな自然や
人々の温かさに包まれ、日を追うごとに自信をもった表情に
変わっていく様子にも確かな成長を感じることができた。
　今回の海外派遣で
学んだことが彼ら
にとって未来の自分
への大きな一歩とな
り、将来、地域の担
い手として活躍する
ための一歩にもつな
がっていってほしい
と願っている。

ふるさと豊岡キャンペーン

夢に向かう心を育てる

「科学」を体験しよう！

オーストラリアでの一歩を
　　　　　　　　未来への一歩に

大仙市立豊岡小学校　校長　竹 村　尚 人

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　高 橋　規 子

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　和 田　英 範

大仙市立西仙北中学校　教諭　井 合　潤 子

ふるさと教育の推進〔小学校〕

心のプロジェクト「夢の教室」〔市教育委員会〕

コロンブスの卵わくわくサイエンス事業〔市教育委員会〕

大仙市立中学校生徒海外派遣事業〔市教育委員会〕

詳しくは大仙市教育委員会ホームページで

詳しくは大仙市教育委員会ホームページで



6

け やき

　災害時に、中学生として何ができるのか。地域の一員とし
て自ら考え、判断し、主体的に行動できる生徒を育成するこ
とをねらいとした。
 １　訓練の概要
　８月29日（土）、西仙北地域を震源とする直下型の強い
地震が発生。西仙北中学校にも避難者が集まり、避難所の開
設・運営に協力しつつ、西部わくわくランチとも連携・協力
し、避難者に食事を提供する。
 ２　成果と課題
○�100人超の避難者に、自

分たちができることを考
え、臨機応変に対応した。

○�救急隊員や救急車を使っ
た救命対応訓練も実施し
た。緊張感をもって訓練
することができた。

●避難者への配慮、緊急時の伝達方法の工夫が課題である。
●�夜間、冬季間への対応も検討する必要がある。
　指導講評では、生徒の優しさ溢れる運営だったと褒めてい
ただいた。今後も活動を続け、災害時の自助・共助・公助の
考え方をもとに、自分の命を守り、困っている方に手を差し
伸べることのできる優しくたくましい生徒になってもらいたい。

 １　取組の概要
　東日本大震災から５年経過し、本市の防災教育の中核であ
った被災地支援は、被災地交流へと軸足を変えてきた。今年
度は10校を超える小・中学校が人的、物的交流を行った。
 ２　成果と課題
　被災地での研修や小・中学生及び仮設住宅などに住む方々
との交流は、児童生徒
の防災意識の高揚のみ
ならず、ふるさと大仙
市への思いを再認識す
ることにつながり、大
仙市が目指す「総合的
な学力」を高める一助
となっている。
　交流の対象は被災地
の小・中学校から仮設
住宅等の地域の方々に変わりつつある。今後は相手側のニー
ズに合った交流を心掛ける必要がある。さらに、被災地の
「生き抜く力」から学んだ経験を、ふるさと大仙の更なる発
展の原動力ヘとつなげるとともに、この活動をそれぞれの学
校のキャリア教育や道徳、特別活動等の教育活動と系統的に
関連付け、より有意義な活動に高めていかなければならない。

　発表者がお薦めの本をプレゼンテーションし、参加者との
ディスカッションを経て一番読みたくなった本を投票で決定
するビブリオバトル。読書週間の取組の一つとして文化委員
と相談の上、紹介時間を３分間に短縮した形で国語の時間に
実施した。
　目の前の友達をいかに「読みた
い」と思わせることができるか。
２分程度の意見交換の中でいかに
思いを分かち合えるか。チャンプ
本決定というゴールに向け、参加
者全員が自然な形で「読む・話す・聞く」ことに集中してい
く。しかも楽しみながら。熱意ある文化委員のお陰で有意義
な学習活動になった。
＜紹介された本と感想の一部＞
　「民王」＊チャンプ本
　・�あらすじを説明してくれたが、大事なところを伏せてい

た。気になるところでやめていたのでその後どうなった
のか読みたくなった。
「くちびるに歌を」
・�自分たちと重ね合わせられそう。
「�星新一ショートショートセレク

ション」
・朝読書にもってこいだと思った。

　児童生徒が情報社会で適正な活動を行うための基になる考
え方を理解し、インターネット等によるトラブルやいじめ等
を未然に防止する能力等を養うことや、保護者への情報モラ
ル教育の啓発を図ることを目的に、昨年度から本事業がスタ
ートした。
　今年度は、複数の情報モラル講師から、各校が選択した講
師を、全ての小・中学校に年１回派遣した。事前に学校と講
師が連絡を取り、学校の実態に応じた講話内容にしてもらう
ことで充実が図られた。ＰＴＡ研修として保護者用の講話を
新たに設けて啓発を図ったり、生徒会活動における携帯端末
利用のルールづくりの一環として講話を位置付けたりするな
ど、本事業の活用の仕方が広がっている。また、大仙市中学
生サミットにおいてもＳＮＳ利用に係る取組がなされ、児童
生徒の意識が向上してき
ている。
　今後も学校、児童会・
生徒会、保護者など多方
面からの働きかけによっ
て、児童生徒が安全・安
心にインターネットを利
用ができるように、充実
を図りたい。

地域に　人に　優しい　避難所開設

被災地交流を子どもたちの力に

ミニ・ビブリオバトルの実践

安全・安心のインターネット利用の
　　　　　　　　　充実を目指して

大仙市立西仙北中学校　教諭　杉 山　大 樹

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　築 地　　 高

大仙市立協和中学校　教諭　金 子　茂 子

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　大 阪　瑞 穂

だいせん防災教育「生き抜く力育成」事業〔市教育委員会〕

だいせん防災教育「生き抜く力育成」事業〔市教育委員会〕

「大仙っ子　読書の日」に係る取組事例

情報モラルいじめ対策事業〔市教育委員会〕

＜中仙中の被災地交流から＞

詳しくは大仙市教育委員会ホームページで詳しくは大仙市教育委員会ホームページで

詳しくは大仙市教育委員会ホームページで
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 １　大仙市ＰＴＡ連合会「講演会」
　演題「“弁当の日”がやってきた」
　講師は竹下和男氏。大仙市教育委員会との共催で８月１日
中仙市民会館ドンパルで開催。教職員、保護者、栄養教諭
等、約300人が参加した。
 ２　小・中学校における「弁当の日」
　平成27年度「弁当の日」実施校は、花館小、神岡小、太
田南小、西仙北中、中仙中、豊成中、仙北中の７校。
【花館小学校での取組例】
　年間３回「弁当の日」を実施。当日は、子どもたちが作っ
た弁当を話題にしながら、教師も自分で作った弁当を持参
し、一緒に食べている。弁当作りには、買い物、準備、調
理、後片付け等、家族とのコミュニケーションが必要とな
る。家族が食べて大喜びする姿は、子どもたちの自己有用感
にもつながる。
　保護者からは、「子
どもがとても生き生き
していた。」「子ども
でもこんなにやれる。」
「子どもの弁当を食べ
て泣いた。」等、全て
賛同の感想が寄せられ
た。

 １　「手洗い教室」について
　大仙保健所、大曲食品衛生協会の協力の下、平成27年度
における全ての小学校２年児童を対象に２年間で実施。
 ２　四ツ屋小学校「手洗い教室」の実際
　２年生30名を対象に、11月24日（火）に開催。授業を進
めてくださったのは、仙北地域振興局の須田陽子技師。「手
洗い実験」の活動では、バイキン計測器（ルミテスター）を
使って、手洗い前と手洗い後の手のバイキン数をチェック。
合格のバイキンの数は1500個。子どもによっては、9000個
以上のバイキンを手洗いで退治することができた。
【児童の感想】
　「手を洗うと、
きれいになること
が数で分かってび
っくり。」「手洗
い名人だから、こ
れからも続けてい
きたい。」「手洗
いマイスター認定
書をいただいてう
れしかった。」

【中学生サミット全体会　H27．８．29　大曲中にて】
　第１部（市内４校生
徒会の取組発表）の
あと、第２部では昨年
度のサミットでのいじ
め撲滅部会の流れを受
け、ＳＮＳルール策定
に向けた話合いを行っ
た。ワールドカフェ方
式によるグループ討議
と全体での意見交換を経て、家庭で話し合うことの大切さと
ともに相手への思いやりを重視するという願いを込め、「だ
いせん思いやりＳＮＳルール」を決定した。
・家族で話し合って使い方を決めよう
・内容を確認してから送信しよう
　各校版のルール策定や見直しの際の参考にするなど、各校
の実情に合った活用を期待している。
【その他の主な取組】
・H27. 6. 3	事務局校会議（太田中にて）
・H27. 8. 29	避難所開設訓練参加（西仙北中にて）
・H27. 12月	 中学生サミットポスター作成と配布
・H27～	 ＲＥＶＯ通信№１～№３の発行
・H28. ２月	 ＲＥＶＯ11（各校版ＲＥＶＯ）発行

　昨年の11月15日に東京のホテルニューオークラで全国Ｐ
ＴＡ表彰式が行われ、本校は栄えある文部科学大臣表彰をい
ただくことができた。
　そこで本校の特色あるＰＴＡ活動を紹介したい。
 １　学校文集「オリザのまち」の発行
　ＰＴＡ総務部が主体となり、年
１回、全児童・全保護者・全職員
が寄稿する学校文集の発行を続け
ている。
　今年度で37号の刊行となる。
 ２　地域を巻き込んだリサイクル活動
　ＰＴＡ執行部が中心となり、アルミ缶回収を年３回、空き
ビン回収を年１回実施し、リサイクル活動に力を入れてい
る。この活動は地域の方にも広報を通じてお知らせしてお
り、多くの住民から協力をいただいている。
 ３　ＰＴＡ講演会の開催
　ＰＴＡ主催による講演会を年１
回開催している。この活動は児
童・保護者に加え地域の方々から
も多数参加していただき、普段な
かなか味わうことができない文化
的な講演を楽しんでもらうことを
目的としている。

笑顔も会話もはずむ、“弁当の日”

ばいきんバイバイ、
　　　　　　　手洗いって大事！

「だいせん思いやりＳＮＳルール」決定！

文部科学大臣表彰を受賞して

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　櫻 田　　 武

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　櫻 田　　 武

大仙市教育委員会教育指導課　指導主事　築 地　　 高

大仙市立高梨小学校　教頭　厨 川　　 学

食育の推進〔弁当の日〕

食育の推進〔手洗い教室〕〔市教育委員会〕

大仙市中学生サミット〔市教育委員会〕

市ＰＴＡ連合会

＜自分で作ったよ！：花館小＞

＜きれいになりましたか？：四ツ屋小＞
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平成27年度  教育研究所のあゆみ

　確かな学力向上を支える生徒指導の充実、「特別の教科　
道徳」についての理解推進、一人一人の教育的ニーズに応じ
た特別支援教育の充実等、喫緊の教育課題や時代の要請に応
じた不断の研修が求められるところである。
　本市では、各分野における実践的指導力を高めることを目
的とし、教職員研究集会当日の午前中に、次の三つの研修会
を実施した。
【生徒指導主事研修会】（担当：大阪瑞穂指導主事）
　不登校に係る研修を行った。はじめに秋田県教育庁南教育
事務所大石照彦指導主事から「不登校の『未然防止』と『初
期対応』について」というテーマで講話をいただき、未然防
止と初期対応の違いや組織的な対応方法等について学んだ。
　次に不登校防止の取組について加賀谷秀樹教諭（豊川小）、
古谷雄悦教諭（協和
中）から発表があり、
後半は中学校区ごと
のグループに分かれ
「小・中連携を生かし
た不登校予防の取組」
について協議した。校
種を超えて、活発な話
合いがなされた。
【道徳研修会】（担当：高橋規子指導主事）
　平成30年度・31年度から全面実施される「特別の教科　
道徳」について、各校からのニーズに応えた、タイムリーな
研修会であった。
■研修概要
　・「特別の教科　道徳」についての伝達講習
　　　（講師　秋田県教育庁  南教育事務所  仙北出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷留美子  指導主事）
　・グループ演習
　　　（中学校区ごとの
　　　　　　　情報交換）
■成果
　・�全面実施までの取組が

明確になった。
　・�「特別の教科　道徳」

に係る小・中連携の理
解が促進された。

【特別支援教育支援充実研修会】（担当：櫻田武指導主事）
　今回の研修テーマは「カウンセリングの手法を生かした
支援」「発達障がいの特徴と対応の基礎」。学校生活支援員
と各校の代表者、91名が参加した。“ 特別支援教育 ” はその
名称が変わってから、来年度で10年目。これまで特別支援

教育の研修を受講した
先生方は、小学校で
84％、中学校で68％
となっている。本市教
育施策の一つでもある
「特別支援教育の充
実」に向け、先生方に
は、ぜひ進んで参加し
ていただきたい。

実践的指導力を高める研修について
大仙市教育委員会　教育研究所長　佐 藤　英 樹

第18回大仙市教職員研究集会　職務別等研修〔市教育委員会〕

１　大仙市教職員研究集会
　①第１回大仙市教職員研究集会（H27. 4. 22）
　　□三浦教育長講話　　□特色ある取組発表
　②第２回大仙市教職員研究集会（H27. 8. 4）
　　□職務別等研修会（午前）
　　　○生徒指導主事研修会
　　　○道徳研修会
　　　○特別支援教育支援充実研修会
　　□全体会（午後）
　　　○新教育委員会委員等紹介、吉川教育長講話
　　　○大仙市教育10年間の総括
　　　　・三浦前教育長からのメッセージ他
　　　○今後の展望（三浦前教育長と吉川教育長との対談）

２　学校訪問
　①�教育委員等訪問…市教育委員会や各学校の教育方針等の

共通理解
　②�教育長等訪問…学力向上、「総合的な学力」の育成、生

徒指導上の課題への対応等について状況を把握し、改善
の手立てなどを確認

３　学力向上対策（学力向上推進委員会の活動内容）
　①�全国学力・学習状況調査及び秋田県学習状況調査の分析

結果を提供
　②課題を踏まえたフォローアップシートの作成

　今年度の教職員研究集会は、大仙市が誕生して10年とい
う節目を迎える年であることに加え、７月から新たな教育委
員会体制となったことを踏まえ、「大仙市教育10年間の総
括と今後の展望」のテーマの下、開催した。
　特に、「吉川教育長講話」、「三浦前教育長からのメッセ
ージ」、「今後の展望（対談）」については、今後の大仙市
教育の方向性を示す重要な内容であることから、研究所報
「けやき号外」としてまとめ、学校経営や「大仙教育メソッ
ド」における各中学校区の特色ある取組の参考資料として各
校に配布し、本市ホームページでも紹介した。
　また、当日は、全国消防職員意見発表会で見事最優秀賞を
受賞した新田理沙消防士（角館消防署）の「私があなたの後
押しをします」と題した発表もあった。スマートフォンの音
声検索で心肺蘇生の動画が再生できるような仕組みを整える
ことで、「一人でも
やってみよう。」と
いう勇気の後押しを
しようとする内容で
あった。はきはきと
した受け答えや堂々
とした発表態度に、
大きな拍手が寄せら
れた。

大仙市教育10年間の総括と
　　　　　　　　　　今後の展望

大仙市教育委員会　教育研究所長　佐 藤　英 樹

第18回大仙市教職員研究集会　全体会〔市教育委員会〕


